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論文題目： 池大雅研究-中国山水画の受容と中国憧憬を中心に- 
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【論文内容の要旨】 

  日本における初期文人画の大成者である池大雅（1723～1776）について論じた本論は、第一章で大雅が款記に用

いる「写意」という用語をとりあげる。『芥子園画伝』初集にある「極写意人物式」「写意塔式」の用例を踏まえ、

寛延元年（1748）大雅 26 歳の「赤壁周遊図」（個人蔵）が日本で「写意」が款記に使用された確認できる最初期

の作例であることを検証するとともに、大雅以降、長澤蘆雪はじめ近世画人が「写意」を好んで落款に用いた意味

を考証した。  

第二章は池大雅筆「白雲紅樹図」（相国寺所蔵）を考察し、隷書で記された「白雲紅樹」の題について、言葉自

体は中国唐代から漢詩に見られることを指摘するとともに、絵画様式の検討からは、日本に現存作例の多い中国

画家・藍瑛やその周辺の作品を受容する中で発想され、制作された可能性を指摘した。さらに「白雲紅樹図」に付

属する大雅書簡を踏まえて、本図が杜牧の詩「山行」を踏まえていることを明らかにし、加えて『売茶翁偈語』

（1763 年刊）の七言絶句「楓林煮茶」から、杜牧詩を踏まえながら本図が煎茶の世界で鑑賞され、江戸時代のみ

ならず明治期の茗讌での頻出と評価に繋がった可能性も示唆する。 

第三章は如拙「瓢鮎図」（退蔵院蔵）に擬した 40 代後とされる「柳下童子図屛風」（京都府所蔵・池大雅美術

館コレクション）をとりあげ、橋上から蝦をつかみ捕ろうとする二人の童子に注目して、禅宗特有の画題である寒

山拾得のイメージが投影されていることを指摘するとともに、祇園社の絵馬で好評を博して以降、盛んに大雅が

描いた蘭亭曲水図と密接に関係すること、水面に映る柳や笹の葉の表現が明代の拓本「蘭亭図巻」（東京国立博物

館所蔵）につながる可能性を指摘した。 

第四章は寛延二年（1749）27 歳の時に奥州松島を訪れたことで描かれた「陸奥奇勝図巻」（九州国立博物館所

蔵）を取り上げ、画中に描かれた島や山、建物、月などのモチーフを分析して実際の地理を特定することで、名

勝・松島を詠んだ霊巌「松島八景詩」や伊達吉村「塩松八景和歌」などの詩歌に縛られず、大雅が金華山、石巻の

牧山までを含んだ独自の松島八景図を描いたことを実証した。また、中国の瀟湘八景の筆様の一つである玉澗の

潑墨が意識されている可能性を指摘するほか、仙台周辺の黄檗寺院との関係や坂上田村麻呂開基とされる奥州三



観音を意識している可能性、月の形態から当時の風俗である「七夜待ち」「二十三夜待ち」という月待ちに参加し

た可能性を指摘した。なお終章においては大雅と東北地方との関係として、山形県内に伝わる大雅筆「芭蕉像」

（個人蔵）についても触れている。 

 

 

【論文審査の結果の要旨】 

 池大雅の画業で特色ある作品をとりあげた本稿は、査読付き学術誌掲載の論文四本を中心に構成され、先行研

究を堅実に押さえながら、独創的な視点から新しい問題点を提示してそれを検証している。 

 第一章の「写意」の考察で、「赤壁周遊図」が日本での「写意」を用いた早い作例であることの指摘と後代への

影響を述べた部分は、江戸中期以降の画人たちの創作理念のあり方の多様性を提起した重要な指摘として評価で

きる。第二章で「白雲紅樹図」の画題を漢詩に求め、杜牧や『売茶翁偈語』に触れた点は、絵画制作と漢詩文との

関係性を考察した実例を提示して示唆に富む。また、藍瑛画の日本での受容初期の作例との指摘は、様式研究も含

めて日本における中国絵画受容の一例を検証した点で重要である。第三章の「柳下童子図屛風」で寒山拾得や蘭亭

曲水図のイメージの投影を見いだし、水面に映る柳や笹の葉の表現と「蘭亭図巻」を結びつけた点も評価できる。

第四章の「陸奥奇勝図巻」では、現地調査で描かれた名勝や建物を特定して風景を写生する大雅のリアルな視覚を

示すとともに、瀟湘八景を意識しつつも本図巻が、松島関連の詩歌をテキストとした従来の作品とは異なる画面

構成であることも指摘して興味深い。そのほか大雅と仙台周辺の黄檗寺院との関係や観音信仰、月待ちとの関連

性を示唆したことも新知見である。 

 なお同時に、状況証拠に頼りすぎて推測にとどまる個所が見受けられることや、より広く他の画題や年代の作

品をとりあげ、大雅における中国山水画受容の特質をさらに考察する必要があることが、今後の課題として指摘

された。ただ全体としては、時代や性質の異なる作品を論じた四つの論文をつなぎ、大雅研究の新しい可能性を示

した、新知見に富んだ刺激的な論文と評価できる。 

以上によって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 

 

 


